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認知症とともに認知症とともに



　近年、医療の進歩や生活環境が整ってきたこともあり、平均寿命が延び、高齢化が進んでいます。
それに伴い、認知症の方も増えてきています。2024年には『認知症基本法』ができました。この法律は、
認知症の人が尊厳を保ちながら希望を持って暮らせる“共生社会”を目指しており、ご本人の想いを
尊重しながら、社会全体が認知症について正しく理解することが大切だとされています。
　認知症は誰もがなりうる病気として、亀山社協では認知症とともに歩むための様々な取り組みを
行っています。

　カナリアチームは、認知症の専門医と医療・福祉の専門職で構成されています。相談を聴かせてい
ただき、必要に応じて医療機関や福祉サービスにつなぐなど、認知症の早期診断・早期対応に向けた
支援を行います。

　“いつもと違う？認知症かな？“ そう
感じたらお喋りしながら、これからのこ
とを一緒に考えてみませんか。このチー
ムでは、認知症の方や認知症かもしれな
い方に寄り添い、医療と福祉の両面から
サポートできる体制を整えています。
今年4月からは、チーム員医師としてのぼの
脳神経クリニックの中塚医師が加わり
ました。チーム一丸となって取り組んで
いきたいと思います。

　認知症サポーター養成講座とは、認知症の方やその家族を温かく見守る応援者（サポーター）を
養成する講座です。小・中学校、高校、企業、団体、一般の方など、様々な方に受講いただいていま
す。内容や日程など、ご希望に合わせて柔軟に講座を行います。

内容：�認知症の基礎知識やサポーターの
役割について

対象：亀山市内に在住・在勤・在学の方
時間：90分
費用：無料

認知症について相談したい

認知症について学びたい

カナリアチーム（認知症初期集中支援
チーム）にご相談ください！

認知症サポーター養成講座に
ご参加ください♬

カナリアチームカナリアチーム
イメージキャラクターイメージキャラクター

かなりんかなりん

【このページに関するお問合せ】市総合保健福祉センターあいあい  1 番窓口  地域包括ケア推進係　　　（亀山市羽若町 545 番地）　TEL 0595-83-3575

受講の方法

介護福祉士
村田

チーム員医師
のぼの脳神経クリニック

中塚 医師
看護師
岡本

【チーム名の由来】
認知症のシンボルカラー
のオレンジより淡い羽色
のカナリア。認知症の初期
段階から知ってほしいと
いう想いと、美しい鳴き声
にちなみ会話を楽しんで
ほしいという願いが込め
られているよ！

～かなりんメモ
～

カナリアチーム

認知症とともに認知症とともに
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　チームオレンジかめやまは、認知症について正しい知識と接し方を学んだ方が地域で暮らす認
知症の方を支援するボランティアのチームです。認知症カフェ支援グループと認知症普及啓発グ
ループに分かれて活動し、個々のスキルアップとともに認知症の方が安心して過ごせる地域づく
りを目指して活動しています。                     

最後に．．．
認知症について考えることが、安心し
て暮らせる亀山につながります。ぜひ、
この機会に認知症を“自分事”として
考えてみてください。そして、不安があ
る方や知りたい、活動したい方は亀山
社協までご連絡ください。

皆さんと一緒に
活動できることを
楽しみにしています！

認知症を地域で支える一員になりたい チームオレンジかめやまで
ボランティアとして活躍できます

 ※チームオレンジかめやまで活動するには、認知症サポーター養成講座および ※チームオレンジかめやまで活動するには、認知症サポーター養成講座および
 　ステップアップ講座を受ける必要があります。 　ステップアップ講座を受ける必要があります。

チームオレンジかめやま
田中さん

体操や交流、お話を
楽しんでいます♪

地域の方に向けた、
周知を行っています！

チームオレンジかめやま
西川さん

チームオレンジ
かめやまの
皆さん

【このページに関するお問合せ】市総合保健福祉センターあいあい  1 番窓口  地域包括ケア推進係　　　（亀山市羽若町 545 番地）　TEL 0595-83-3575

地域の役に立ちた
いという想いで活動してい

ま す。カフェでは相手の立場に
立ってお話を聴くことを大切にして

おり、私自身もエネルギーをもらってい
ます。今後も、つながりの輪を広げ、

地域の認知症への理解を深めて
いきたいです。

誰もがなり得る認知
症について、学んだことを

地域へ発信していきたいです。
若い世代を巻きこみながら、チーム
オレンジかめやまの存在をより
多くの方に知ってもらえるよう、
こ れ か ら も 活 動 を 続 け て

いきます！

● 元気丸カフェ ●

● 普及啓発 ●

主な活動の
様子
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地域福祉力向上重層的支援体制整備事業の推進

福祉教育推進事業の充実

地域包括ケアシステムの
実現に向けた機能強化

ボランティアセンターの機能強化
災害ボランティアセンター事業

権利擁護に関する
取り組みの充実

　令和7年度の亀山市社会福祉協議会は、地域福祉を推進する中核的な団体とし
て、地域共生社会の実現に向け、誰もが安心して明るく元気に暮らすことのできる
福祉のまちづくりの推進を目指し、地域福祉計画及び中期経営計画、年度当初策定

しました事業計画に基づき、さまざまな事
業を実施しました。

※主な事業及び決算を掲載しています。

コミュニティソーシャルワーカー（CSW）の配置
　CSWが個別支援・地域支援・しくみづくりについて、多様化・複合化した福祉課題の解決に向け取り組みました。
　相談件数：新規相談　71件　延べ相談　1,619件
多機関協働による包括的支援体制の推進
　�分野を超えた多機関による支援が行えるよう、市に配置している相談支援包括化推進員とCSWが連携し、課題
解決に向け取り組む包括的支援体制を推進しています。

　�各支援関係機関の役割分担や支援の方向性を定めたプランを作
成し、ネットワークを作りながら課題解決に向け取り組みました。

参加支援への取組み
　亀山市参加支援（就労体験等）事業　登録事業所　13事業所
　オンライン居場所の運用

成年後見サポート事業
　相談件数　266件
　エンディングノート（じぶんノート）の配布
　法人後見の受任　受任件数　2件
日常生活自立支援事業（認知症高齢者、障がい者の
金銭管理及び書類預かりサービス）
　契約者数　40名　支援回数　1,200回

基幹型地域包括支援センター事業
　地域包括支援センター（2圏域）の後方支援
　自立支援型地域ケア会議の開催　等
生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）の配置
　住民参加型在宅福祉サービス（ちょこボラ）への支援
　地域福祉カルテの更新
　高齢者のための社会資源のしおり作成
認知症初期集中支援チーム員の配置
　相談件数　385件
認知症地域支援推進員事業
　認知症サポーター養成講座の開催
　チームオレンジかめやまの活動支援
　ブックレビュー小冊子作成・配布

ボランティアセンター事業
　�令和7年度から市と社協が協働で亀山市市民活
動・ボランティアセンター「ぷらっと」を設置しま
した。

　相談件数　220件
　ボランティアセンター登録　28団体　512名
　ボランティア講座の開催
　「ぷらっとカフェ15（いこう）」の開催
災害ボランティアセンター事業
　災害ボランティアセンター設置・運営訓練の実施
　�三泗鈴亀ブロック社協災害時広域連携協議会にお
ける広域連携の取組み

福祉教育推進事業
　福祉教育推進校（園）　16校19園
　※うちモデル校　
　　川崎南保育園　亀山西小学校　亀山高等学校
夏休み中学生福祉体験教室
　19施設・事業所　106名参加

詳細は、社協HPより
ご確認ください！

令和７年度令和７年度  事業報告・決算報告  事業報告・決算報告令和７年度令和７年度  事業報告・決算報告  事業報告・決算報告 令和７年４月１日
～令和８年３月31日

事業報告事業報告

カナリアチームカナリアチーム
イメージキャラクターイメージキャラクター

かなりんかなりん
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福祉サービス事業の充実

組織基盤の強化

生活相談・支援に関する事業

特定・障害児相談支援事業
　契約者数　100名
訪問介護・居宅介護・同行援護事業

（ヘルパーによる身体介護、生活援助）
　介護保険制度（訪問介護）　　　　 派遣回数　3,276回
　障害者総合支援制度（居宅・同行）　派遣回数　1,127回
障害福祉サービス生活介護事業所「つくしの家」の運営
　つくしの家　利用者数　34名
日中一時支援事業
　契約者数　28名

会務の運営
　理事会、評議員会、監事監査　等
基盤の強化（会員制度の啓発及び推進）
　普通会員・特別会員　9,840件
中期経営計画の推進・人材育成計画及び研修計画の推進
社会福祉大会の開催
　社会福祉功労者の表彰及び記念講演　約120名参加
亀山市社会福祉法人連絡会への参画及び支援
　�14法人が参画する、亀山市社会福祉法人連絡会の

参画および事務局支援

小地域ネットワーク活動事業
　地区福祉委員会活動助成　　22地区
　福祉委員　327名
サロン活動の推進
　ふれあい・いきいきサロン　 90団体
　子育てサロン　　　　　　　 9団体
　コミュニティサロン　　　　21団体
福祉移送サービス事業（歩行困難・寝たきりの方を対象）
　登録者数　31名　延べ運行回数　1,234回
介護機器貸出事業
　車椅子　215件　歩行器　1件
能登半島地震における被災地支援
　募金箱の設置・災害義援金の受付

総合相談事業
　心配ごと相談　　　　　相談件数　89件
　成年後見等の法律相談　相談件数　37件
生活困窮者自立支援事業

（自立相談支援事業、家計改善支援事業、就労準備支援事業）
　延べ相談件数　720件
生活福祉資金等貸付相談及び貸付事業
　相談件数　39件　貸付件数　7件
緊急食糧等提供事業
　提供件数　123件

社会福祉協議会費、寄付等のご協力
ありがとうございました！

内　容 決算額

会費収入 3,309,530

寄附金収入 505,184

経常経費補助金収入
（市・県社協からの補助金等） 78,805,210

受託金収入 100,285,335

事業収入 1,067,850

負担金収入 200,000

介護保険事業収入 11,947,763

就労支援事業収入 194,921

障害福祉サービス等事業収入 55,555,132

受取利息配当金収入 392,404

その他の収入 176,708

積立資産取崩収入 182,072,900

合　　計 434,512,937

内　容 決算額

人件費支出 186,348,596

事業費支出 7,081,866

事務費支出 26,858,392

就労支援事業支出 194,921

共同募金配分金事業費支出 5,911,064

助成金支出 7,109,980

固定資産取得支出 1,397,880

ファイナンス・リース債務の
返済支出 1,956,910

積立資産支出 190,595,913

合　　計 427,455,522

収　入

支　出

その他福祉に関する事業

単位：円

単位：円

決算報告決算報告
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印刷
株式会社 一誠堂

再生紙を使用しています。

善 意 の 寄 付（令和８年６月11日～令和８年９月５日まで）
関佛教会 様、みつまたを愛する会 様、古河電気工業労働組合三重支部青年委員会 様、北伊勢上野信用金庫 様
お寄せいただきましたご芳志は、社会福祉事業のため有効活用させていただきます。厚くお礼申し上げます。

市総人口　48,822人　65歳以上の人口  13,506人(男性6,020人 女性7,486人)

世帯数　22,850世帯　18歳以下の人口  　8,023人(男性4,118人 女性3,905人)

　　　　　　　　　　  高齢化率 27.7％

亀山市の福祉指数（令和８年９月１日現在）

発行 社会福祉法人 亀山市社会福祉協議会 
〒519－0164 
亀山市羽若町545番地 市総合保健福祉センター｢あいあい｣内
☎ 0595－82－7985　FAX 0595－83－1578
公式HP https://kameyama-shakyo.or.jp
facebook https://facebook.com/kameyama.shakyo

各WEBサイトに
アクセスできます!

Face
book

ホーム
ページ

You
Tube

鈴鹿 voiceFM（78.3MHz）
ラジオ亀山社協だより
放送日：毎月第1火曜日の14：20頃
生放送ラジオ番組「めっちゃすずか！」内

出演中！

　このたび、令和８年６月24日に開
催されました理事会において、理事
の皆さまのご推挙とご賛同を賜りま
して、亀山市社会福祉協議会の会長
に就任いたしました冨松敬史（とみ
まつたかし）でございます。
　会長への就任にあたり、重責を担うこととなり、身
の引き締まる思いとともに、これまで地域福祉の向上
と発展のために尽力されてこられた関係者の皆様方
に深く敬意を表し、私に与えられた職責を全うするよ
う努めてまいります。

●会長就任のご挨拶

●日時／令和８年11月26日（木）　13：00～受付　13：30～開会
●場所／亀山市文化会館　中央コミュニティセンター（亀山市東御幸町63）
●内容／亀山市内における社会福祉功労者顕彰及び記念講演
　　　　講師：三重大学 教育学部 教授  松浦 直己 氏
　　　　演題：｢地域で取り組む不登校対策」
●問い合わせ／亀山市 健康福祉部 地域福祉課　TEL 0595-84-3311
　　　　　　　亀山市社会福祉協議会  総務係　TEL 0595-82-7985

●第22回亀山市社会福祉大会のご案内

●令和8年度社会福祉協議会会費にご協力ありがとうございます
　皆様にご協力いただきました会費は、市内の福祉活動の推進に役立てさせていただきます。
　今後ともご理解・ご協力いただきますようよろしくお願いいたします。

　本会は、人々が地域社会とつながりをもちながら安
心して生活を送ることができる「地域共生社会」の実
現を目指して、複雑化・多様化する福祉課題、生活課題
に対応するため、市民の皆さまをはじめ、行政、福祉、
医療、保健、教育等の多様な関係者と連携しながら、地
域福祉の推進に取り組んできており、何分にも微力で
はございますが、亀山市と一体的に策定した第２次地
域福祉計画（後期）の基本理念でもある「ともに支え合
い ともに暮らせる ふくしのまち」の実現に向けて、役
員・職員の方々と共に地域福祉のさらなる発展に全力
を尽くしてまいります。
　市民の皆様、関係各位におかれましては、今後とも
変わらぬご指導とご鞭撻、ご協力を賜りますようお願
い申し上げ、就任の挨拶とさせていただきます。

社会福祉法人　亀山市社会福祉協議会
会長　冨　松　敬　史

新役員紹介（令和８年６月24日現在）
会　　長：冨松敬史（学識経験者）
副　会　長：安田正（地域福祉・ボランティア活動を行う団体の代表者）、小林智子（民生委員・児童委員の代表者）
常務理事：藤本高尚（学識経験者）
理　　事：�伊藤充子（住民組織の代表者）、名越平（民生委員・児童委員の代表者）、佐野知之（社会福祉事業を経営する団体の

役職員）、山本伸治（関係行政機関の職員）、豊田昌子（関係行政機関の職員）、竹森早苗（学識経験者）
監　　事：福島郁夫（財務管理について識見を有する者）、龍華弘道（社会福祉事業について識見を有する者）

一般の皆さまの
ご参加も

できますので
ぜひご来場ください


